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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第41期中 第42期中 第41期

会計期間
自2023年１月１日
至2023年６月30日

自2024年１月１日
至2024年６月30日

自2023年１月１日
至2023年12月31日

売上高 （百万円） 9,818 10,989 20,355

経常利益 （百万円） 1,394 1,540 2,869

親会社株主に帰属する中間（当期）純

利益
（百万円） 789 985 1,962

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 873 1,051 2,081

純資産額 （百万円） 19,852 20,404 20,566

総資産額 （百万円） 27,170 29,282 29,387

１株当たり中間（当期）純利益金額 （円） 11.17 14.00 27.76

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益金額
（円） 11.13 13.96 27.68

自己資本比率 （％） 72.8 69.4 69.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 371 1,885 1,584

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,168 15 △2,038

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △661 △1,922 993

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（百万円） 6,445 9,490 9,441

（注）当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、欧米を中心とした金融引き締め姿勢が継続し、為替相場円安の推移

により、エネルギー・原材料価格の高止まりなど景気動向の先行きにつきましては、不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの主要取引先である医療業界におきましては、2024年は6年に一度の医療・介護・福祉サービス同時で

の報酬改定の年となり、実施時期についても、各種報酬改定の実施時期が年内に分散し、報酬点数の変更や算定方法

が変更となる頻度が増加しております。また、報酬改定の方向性としては、医療介護従事者の人材確保や賃上げに向

けた取組として診療報酬を引き上げる一方、医療DXによる効率化や適正化を通じて医療保険制度の安定性・持続可能

性を向上させる方針になっております。

当社グループにおきましては、医療DXやイノベーションの推進等による質の高い医療の実現に向けて、オンライン

資格確認システム運用対象範囲の拡大、電子処方箋の推進普及が見込まれる中、当社グループもオンライン資格確認

システムの導入対応に続き、新規運用対象となりました医療扶助への対応、電子処方箋の導入設置を順次拡大し、当

中間連結会計期間における導入設置済の件数が想定を上回ったものとなりました。

当社グループの各セグメント事業におきましては、前年度の組織編成を通じて従来の対面型中心の営業からインサ

イドセールスを強化したことに伴い、より効率的に案件の創出に繋がる営業活動が着実に進んでおり、また、サイト

リニューアル、MAツール活用、動画、導入事例コンテンツ強化などデジタルマーケティングの活用により、潜在的な

案件獲得も続けております。

一方、当社グループの当中間連結会計期間においては、前年度期中に株式会社グッドサイクルシステムと株式会社

ユニケソフトウェアリサーチをそれぞれ連結子会社化したことで売上高及び営業利益は前年同期比において増加した

ものの、2021年4月より導入が進んでおりましたオンライン資格確認システムの集中需要が一巡したことに加え、調剤

システム事業における「うるう日」システム障害、医科システム事業におけるシステム障害への事後対応費用を計上

したため、中間連結業績修正後の予想値に比べ、減少しました。

 

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高10,989百万円（前年同期比11.9％増）、営業利益1,221百万円

（同6.7％増）、経常利益1,540百万円（同10.5％増）、親会社株主に帰属する中間純利益985百万円（同24.9％増）と

なりました。

 

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

（調剤システム事業）

調剤システム事業につきましては、オンライン資格確認システム集中需要が一巡しましたが、医療扶助及び電子処

方箋の導入設置が拡大したことに加え、株式会社グッドサイクルシステムと株式会社ユニケソフトウェアリサーチが

連結対象となったことにより、お客様数の増加に伴う課金売上高をはじめ、セグメントの売上高と営業利益はともに

増加しました。

 

この結果、当中間連結会計期間の調剤システム事業は、売上高9,013百万円（前年同期比17.3％増）、営業利益

1,684百万円（同19.8％増）となりました。

 

（医科システム事業）

医科システム事業につきましては、組織体制の再構築に加え、デジタルマーケティングを活用し幅広いアプローチ

を行っております。

「MAPs for CLINIC」の販売拡大によりセグメントの課金売上高が順調に伸びております。一方、オンライン資格確

認システムの集中需要が一巡したことに加え、システム障害への事後対応費用を計上したことにより、営業損失が増

加しました。

 

この結果、当中間連結会計期間の医科システム事業は、売上高1,198百万円（前年同期比21.6％減）、営業損失306

百万円（同営業損失7百万円）となりました。
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（介護/福祉システム事業）

介護/福祉システム事業につきましては、既存製品のリプレイスによる保守売上高が減少しましたが、「MAPs for

NURSING CARE」ライセンス数の増加による課金売上は堅調に推移しております。また、セグメント固定費用負担の改

善により、営業損失が小幅に縮小しております。

 

この結果、当中間連結会計期間の介護/福祉システム事業は、売上高283百万円（前年同期比1.8％増）、営業損失

229百万円（同営業損失285百万円）となりました。

 

（その他の事業）

その他の事業につきましては、チョキ株式会社のキャッシュレス事業の拡大に加え、株式会社ユニケソフトウェア

リサーチの人材派遣事業が貢献したことにより、売上高は増加し、セグメントの全体収支改善に繋がり、営業利益も

増加しました。

 

この結果、当中間連結会計期間のその他の事業は、売上高572百万円（前年同期比48.3％増）、営業利益40百万円

（同営業利益5百万円）となりました。

 

（上記セグメント別の売上高及び営業利益（損失）は、セグメント間の内部取引消去前の金額であります。）

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同期に比べ3,044百万円増加

し、9,490百万円となりました。各区分のキャッシュ・フローの状況及び主な要因は以下のとおりとなります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,885百万円（前年同期　371百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調

整前中間純利益の計上によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は15百万円（前年同期　2,168百万円の支出）となりました。これは主に、投資不動産

の賃貸による収入並びに有形固定資産及び無形固定資産の取得に係る支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は1,922百万円（前年同期　661百万円の支出）となりました。これは主に、長期借入

金の返済、配当金の支払い、自己株式の取得及び連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に係る支出によるも

のです。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「第２事業の状況　４経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

(6）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５百万円であります。なお、当中間連結会計

期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7）従業員数

当中間連結会計期間において、従業員数に著しい変動はありません。

 

(8）生産、受注及び販売の実績

当中間連結会計期間において、生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありません。
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(9）主要な設備

当中間連結会計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。

 

(10）経営成績に重要な影響を与える要因

当中間連結会計期間において、重要な変更または新たな発生はありません。

 

(11）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金需要

当社グループの運転資金需要のうち主なものは、当社グループが保有する販売用ソフトウェアの維持に係る人件費

及び外注加工費等、販売活動やお客様のサポートに係る人件費をはじめとする販売費及び一般管理費、ならびに商品

仕入等であります。

②　資金調達と流動性マネジメント

当社グループは、運転資金につきましては、内部資金及び金融機関からの借入により調達しております。

③　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は15,214百万円となり、前連結会計年度末に比べ414百万円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が48百万円増加し、受取手形及び売掛金が320百万円増加したことによるものでありま

す。固定資産は14,067百万円となり、前連結会計年度末に比べ519百万円減少いたしました。これは主に、償却に伴い

ソフトウェアが294百万円、のれんが112百万円、投資不動産が98百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は29,282百万円となり、前連結会計年度末に比べ104百万円減少いたしました。

 

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は6,247百万円となり、前連結会計年度末に比べ629百万円増加いたしまし

た。これは主に、1年内返済予定の長期借入金が109百万円減少したものの、未払金が181百万円、未払法人税等が329

百万円、流動負債のその他が133百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定負債は2,630百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ572百万円減少いたしました。これは主に、長期借入金が541百万円減少したことによる

ものであります。

この結果、負債合計は8,878百万円となり、前連結会計年度末に比べ57百万円増加いたしました。

 

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は20,404百万円となり、前連結会計年度末に比べ161百万円減少いたしまし

た。これは主に、利益剰余金が491百万円増加し、自己株式が407百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は69.4％(前連結会計年度末は69.6％)となりました。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2024年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年８月９日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 74,514,800 74,514,800
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 74,514,800 74,514,800 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2024年８月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万
円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年１月１日～
2024年６月30日

－ 74,514,800 － 2,785 － 2,756
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（５）【大株主の状況】

  2024年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社コッコウ 兵庫県芦屋市六麓荘町15－５ 26,009 37.10

株式会社メディパルホールディン
グス

東京都中央区京橋３－１－１ 7,063 10.08

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区赤坂１－８－１ 4,290 6.12

ゴールドマン　サックス　イン
ターナショナル（常任代理人ゴー
ルドマン・サックス証券株式会
社）

PLUMTREE COURT，25 SHOE LANE，LONDON

EC4A 4AU，U．K．

（東京都港区虎ノ門２－６－１）

3,803 5.43

ゴールドマン・サックス・アン
ド・カンパニーレギュラーアカウ
ント（常任代理人ゴールドマン・
サックス証券株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK, NY, USA

（東京都港区虎ノ門２－６－１）
3,477 4.96

國光　宏昌 兵庫県芦屋市 2,023 2.89

エプソン販売株式会社 東京都新宿区新宿４－１－６ 1,959 2.79

NORTHERN　TRUST　CO.（AVFC）　
RE　NON TREATY　CLIENTS　

ACCOUNT
（香港上海銀行東京支店　カスト
ディ業務部）

50　BANK　STREET　CANARY　WHARF　
LONDON　E14　5NT,UK
（東京都中央区日本橋３－１１－１）

1,581 2.26

株式会社日本カストディ銀行（信
託口）

東京都中央区晴海１－８－12 1,496 2.13

CASEIS　BANK,　NETHERLANDS　
BRANCH　AIFCLIENTS　ASSETS
（香港上海銀行東京支店　カスト
ディ業務部）

5　ALLEE　SCHEFFER,L－2520　LUXEMBOURG
（東京都中央区日本橋３－１１－１）

763 1.09

計 － 52,467 74.84

（注） 2024年５月29日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、株式会社ヴァレックス・パートナーズが

2024年５月22日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当中間会計期間末現

在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者                                 株式会社ヴァレックス・パートナーズ

住所                                       東京都中央区日本橋茅場町一丁目６番17号

保有株券等の数                             株式 8,592,800株

株券等保有割合                             11.53％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 4,414,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 70,093,200 700,932 －

単元未満株式 普通株式 7,200 － －

発行済株式総数  74,514,800 － －

総株主の議決権  － 700,932 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1,600株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数16個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社イーエム

システムズ

大阪市淀川区宮原

一丁目６番１号
4,414,400 － 4,414,400 5.92

計 － 4,414,400 － 4,414,400 5.92

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、連結財務諸表規則第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年１月１日から2024年６月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、桜橋監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,441 9,490

受取手形及び売掛金 3,082 3,403

商品及び製品 1,136 1,123

その他 1,139 1,200

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 14,800 15,214

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 575 574

土地 474 474

リース資産（純額） 65 48

その他（純額） 214 338

有形固定資産合計 1,330 1,436

無形固定資産   

ソフトウエア 2,296 2,001

ソフトウエア仮勘定 164 202

のれん 1,475 1,362

その他 1,250 1,215

無形固定資産合計 5,186 4,782

投資その他の資産   

投資有価証券 962 928

投資不動産（純額） 6,393 6,294

その他 725 637

貸倒引当金 △11 △12

投資その他の資産合計 8,070 7,848

固定資産合計 14,587 14,067

資産合計 29,387 29,282
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,121 1,074

未払金 997 1,179

１年内返済予定の長期借入金 966 857

リース債務 36 37

未払法人税等 241 570

賞与引当金 348 429

契約負債 877 936

その他 1,028 1,162

流動負債合計 5,618 6,247

固定負債   

長期借入金 1,527 986

リース債務 37 3

退職給付に係る負債 135 123

製品保証引当金 3 2

長期未払金 396 396

長期預り保証金 763 789

その他 339 329

固定負債合計 3,202 2,630

負債合計 8,821 8,878

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,785 2,785

資本剰余金 3,376 3,104

利益剰余金 16,101 16,592

自己株式 △1,990 △2,397

株主資本合計 20,272 20,083

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 85 60

為替換算調整勘定 106 179

その他の包括利益累計額合計 191 240

新株予約権 56 55

非支配株主持分 45 24

純資産合計 20,566 20,404

負債純資産合計 29,387 29,282
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 9,818 10,989

売上原価 4,960 5,427

売上総利益 4,858 5,561

販売費及び一般管理費 ※ 3,713 ※ 4,340

営業利益 1,144 1,221

営業外収益   

受取利息 3 6

不動産賃貸収入 484 527

その他 14 20

営業外収益合計 502 553

営業外費用   

支払利息 4 5

不動産賃貸費用 210 196

持分法による投資損失 35 -

その他 3 31

営業外費用合計 253 233

経常利益 1,394 1,540

特別損失   

段階取得に係る差損 140 -

固定資産除却損 9 47

特別損失合計 150 47

税金等調整前中間純利益 1,244 1,492

法人税等 459 489

中間純利益 784 1,003

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△4 17

親会社株主に帰属する中間純利益 789 985

 

 

 

【中間連結包括利益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

中間純利益 784 1,003

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 62 △24

為替換算調整勘定 23 73

退職給付に係る調整額 3 -

その他の包括利益合計 88 48

中間包括利益 873 1,051

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 878 1,034

非支配株主に係る中間包括利益 △4 17
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,244 1,492

減価償却費 492 696

のれん償却額 75 112

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14 △11

製品保証引当金の増減額（△は減少） △17 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 80

契約負債の増減額(△は減少) △120 55

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 1

受取利息及び受取配当金 △3 △6

持分法による投資損益（△は益） 35 －

段階取得に係る差損益（△は益） 140 －

不動産賃貸収入 △484 △527

不動産賃貸費用 104 91

支払利息 4 5

固定資産除却損 9 47

株式報酬費用 51 33

売上債権の増減額（△は増加） 101 △320

棚卸資産の増減額（△は増加） △404 15

その他の流動資産の増減額（△は増加） 57 △24

仕入債務の増減額（△は減少） △403 △47

未払消費税等の増減額（△は減少） △50 △48

その他の流動負債の増減額（△は減少） 47 363

その他 0 58

小計 892 2,070

利息及び配当金の受取額 3 6

利息の支払額 △4 △5

法人税等の支払額 △569 △185

法人税等の還付額 48 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 371 1,885

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △138 △229

無形固定資産の取得による支出 △305 △230

投資有価証券の取得による支出 △1 －

投資不動産の賃貸による収入 474 530

投資不動産の賃貸による支出 △104 △91

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△2,007 －

預り保証金の受入による収入 － 47

預り保証金の返還による支出 △97 △21

その他 13 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,168 15
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  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △60 △650

リース債務の返済による支出 △35 △32

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △316

自己株式の取得による支出 － △427

配当金の支払額 △565 △494

財務活動によるキャッシュ・フロー △661 △1,922

現金及び現金同等物に係る換算差額 22 69

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,435 48

現金及び現金同等物の期首残高 8,881 9,441

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 6,445 ※ 9,490
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2023年１月１日
　　至 2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年１月１日
　　至 2024年６月30日）

給料手当 1,390百万円 1,802百万円

賞与引当金繰入額 253 323

退職給付費用 28 10

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2023年１月１日
至 2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年１月１日
至 2024年６月30日）

現金及び預金勘定 6,445百万円 9,490百万円

現金及び現金同等物 6,445 9,490
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年１月１日　至2023年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月23日

定時株主総会
普通株式 565 8 2022年12月31日 2023年３月24日  利益剰余金

 
 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年８月９日

取締役会
普通株式 494 7 2023年６月30日 2023年９月４日  利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年１月１日　至2024年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月28日

定時株主総会
普通株式 494 7 2023年12月31日 2024年３月29日  利益剰余金

 
 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年８月９日

取締役会
普通株式 630 9 2024年６月30日 2024年９月４日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年１月１日 至2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額 

調剤システ
ム事業

医科システム
事業

介護／福祉シ
ステム事業

その他の
事業

計

売上高        

初期売上 4,077 995 20 － 5,093 － 5,093

課金売上 2,323 412 112 － 2,849 － 2,849

サプライ売上 885 28 － － 914 － 914

保守売上 386 92 145 － 624 － 624

その他の事業売上 － － － 337 337 － 337

顧客との契約から
生じる収益

7,672 1,529 278 337 9,818 － 9,818

外部顧客への売上高 7,672 1,529 278 337 9,818 － 9,818

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 － － 48 58 △58 －

計 7,681 1,529 278 386 9,876 △58 9,818

セグメント利益又は損
失（△）（注）２

1,405 △7 △285 5 1,117 27 1,144

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「調剤システム事業」セグメントにおいて、株式会社グッドサイクルシステムの株式を追加取得し、

同社を連結子会社化したことにより、当中間連結会計期間にのれんが532百万円発生しています。

　また、株式会社ユニケソフトウエアリサーチ及び同社の管理目的会社である株式会社Launchpad13の

株式取得により、当中間連結会計期間にのれんが1,733百万円発生しています。

　なお、のれんの金額1,733百万円は、当中間連結会計期間末においては、取得原価の配分が完了して

いないため、暫定的に算定された金額であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年１月１日 至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額 

調剤システ
ム事業

医科システム
事業

介護／福祉シ
ステム事業

その他の
事業

計

売上高        

初期売上 4,065 664 37 － 4,766 － 4,766

課金売上 3,429 443 124 － 3,997 － 3,997

サプライ売上 1,033 25 0 － 1,058 － 1,058

保守売上 476 65 121 － 664 － 664

その他の事業売上 － － － 502 502 － 502

顧客との契約から
生じる収益

9,004 1,198 283 502 10,989 － 10,989

外部顧客への売上高 9,004 1,198 283 502 10,989 － 10,989

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 － － 70 79 △79 －

計 9,013 1,198 283 572 11,069 △79 10,989

セグメント利益又は損
失（△）（注）２

1,684 △306 △229 40 1,188 32 1,221

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

　子会社株式の追加取得

　１．取引の概要

　（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

　　　　結合当事企業の名称

　　　　　株式会社グッドサイクルシステム

　　　　事業の内容

　　　　　保険薬局支援システムの設計、開発、販売及び保守等

　（２）企業結合日

　　　　2024年６月20日（みなし取得日は2024年６月30日）

　（３）企業結合の法定形式

　　　　非支配株主からの株式取得

　（４）結合後企業の名称

　　　　変更はありません。

　（５）その他取引の概要に関する事項

　　　　非支配株主が保有する株式を全て取得いたしました。この株式の追加取得により、同社は当社の完全子会

　　　社となりました。

 

　２．実施した会計処理の概要

　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

　離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取

　引等のうち、非支配株主との取引として処理いたしました。

 

　３．子会社株式の追加取得に関する事項

　　取得の対価　現金及び預金　316百万円

　　取得原価　　　　　　　　　316百万円

 

　４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

　（１）資本剰余金の主な変動要因

　　　　子会社株式の追加取得

　（２）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　　　　278百万円
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年６月30日）

(1）１株当たり中間純利益金額 11円17銭 14円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額

（百万円）
789 985

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益金額（百万円）
789 985

普通株式の期中平均株式数（株） 70,665,301 70,405,644

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 11円13銭 13円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 222,934 222,872

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

― ―

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

2024年８月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………630百万円

(ロ）１株当たりの金額………………………………… 9円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年９月４日

（注） 2024年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2024年８月９日

株式会社イーエムシステムズ

取締役会　御中

 

桜橋監査法人

大阪府大阪市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮崎　 博

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 立石　 亮太

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社イーエムシステムズの2024年１月１日から2024年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計
期間（2024年１月１日から2024年６月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対
照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に
ついて期中レビューを行った。
当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社イーエムシステムズ及び連結子会社の2024年
６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レ
ビューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レ
ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果
たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間
連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。
中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成
することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立
場から中間連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー
の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 

・　　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その
他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表におい
て、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されてい
ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を
喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中
間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結
論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を
含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計
事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠
を入手する。監査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責
任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の
重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた
めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用
している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。
 

                                                         以　　上

 

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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